
２．数値モデルによるO3濃度変化の計算

① O3濃度を変化させる要因の情報を数値モデルに入力します。

②数値モデルで各要因によるO3濃度の変化を計算します。

対策によるオゾン濃度低減効果の裏付けと将来予測手法の開発 地域環境保全領域

茶谷 聡

１．背景

・人の健康や植物に悪影響を

及ぼす大気中のオゾン

（O3）の濃度は横ばいで

推移し、ほぼ全国で環境

基準を超過しています。

・さまざまな発生源から

排出されている窒素酸化物

（NOX）と揮発性有機化合物

（VOC）が大気中で反応し、

O3が生成します。

・反応経路が複雑なため、

NOXとVOCの排出量を

減らしてもO3の濃度が

低減するとは限りません。

・対策によるO3濃度の低減

効果を評価するために、

反応による濃度変化を

計算できる数値モデルが

用いられます。

図１ 光化学オキシダント
（主にオゾン）の濃度推移

図２ NOXやVOCの排出と
大気中での反応のイメージ

昼間の日最高１時間値の
年平均値
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数値モデルによる
O3濃度の計算

日本国内での対策
クリーンな自動車の普及
工場の排ガス浄化 など

気象条件の変化

中国などからの越境輸送

COVID-19による
経済活動の停滞

O3濃度変化要因

図３ 数値モデルによるO3濃度変化計算イメージ

実際に観測された過去の
O3濃度変化を再現可能

将来も予測可能な手法として確立
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